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 2016 年 12 月 16 日(金)に兵庫県西宮市にある辰馬本家酒造株式会社が設立した白鹿酒造
記念博物館にて開催された企画展 堀内ゑびすコレクション「趣味家たちの蒐集たからぶ
ね」をみてきた。 
 堀内ゑびすコレクションとは医学博士であり郷土史家であった堀内 泠
きよし
氏(1924-2009)が
長年かけて収集したものであり、その中から「宝船」を取り上げ展示されていた。 
 「宝船」は宝などを乗せた船の絵を一枚の紙に描写・印刷したもので、良い初夢をみる
ことを願って枕の下に敷く風習があった。この風習は室町時代から始まったとされ節分の
日に行われていた。悪い夢をみたときは翌日川や海に流し捨てるというお祓いや流し雛の
ようなこともされていた。江戸時代になると寺社が配布するだけでなく、江戸ではお宝売
り(宝船売り)というのも存在していた。一時は廃れたが明治時代終わり頃から大正の始め
にかけて「宝船」が紹介され、再び寺社で新たに「宝船」が配布されるようになった。趣
味家(コレクター)の誕生によりコレクター自身も趣向を凝らした「宝船」の作成、頒布、
交換会が盛んに行われるようになり、大阪では「浪華宝船会」も作られた。 
 展示を見ていくと様々な「宝船」があり、その図案は宝が乗っているまたは七福神が乗
っているスタンダードなものから当時の世相やのらくろ、おもちゃなどの流行を取り入れ
たようなものもあった。 
展示されていた「宝船」は明治 44(1911)年から昭和 11(1936)年のものである。当時の日
本は日清戦争や日露戦争で勝ち続け、第一次大戦に参戦し、日中戦争、太平洋戦争へと向
かっていく。日本は他国と戦い、侵略、占領拡大をしていく。負け知らずともいえる日本
国内で機運が盛り上がっていたことも考えられる。 
展示されていた「宝船」の中でも特に目に入ったのは昔話の桃太郎(以下桃太郎)が描か
れたものである。桃太郎が描かれた「宝船」は 3点(浪花贅六庵「桃太郎入船行進曲」小川
茂麿・画 1930、浪花贅六庵「桃太郎」小川茂麿・画 1931、三遊亭圓馬「題名不明」川崎巨
泉・画 年不詳)展示されていた。桃太郎は犬・雉・猿を連れて鬼ヶ島へ行き鬼を退治する。
昭和 5(1930)年から昭和 6(1931)年は昭和 4(1929)年の世界恐慌から昭和恐慌という不景気、
満州事変へと動いていく。恐慌という鬼、これから戦うであろう他国という鬼を日本とい
う桃太郎が退治するという敵に勝つという意味も込められていたのではないかと考えるこ
とができる。 
また興味深い展示物の中で「浪華宝船会」というコレクターによる「宝船」の作成、頒
布、交換会の存在である。「浪華宝船会」の名簿や交換会などで使用された地図が展示され
ていた。行ったところには印がつけられており、今でいうところのスタンプラリーのよう
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なものであり、地図の地名から大阪の天王寺や難波、梅田付近で行われていたようである。 
「宝船」を愛する同業者や趣味家の人たちの娯楽的要素を強く感じた。 
 ゑびすの展示が多かったが、大黒も一緒になっている図案のものもあった。(伊万里ゑび
す大黒舟遊び大皿、九谷ゑびす大黒腕相撲大皿、色絵七福神大皿、色絵ゑびす大黒大皿、
ゑびす大黒宝尽くし油単等) 
ゑびすと聞けば釣り竿や鯛を持っている神様(サッポロビールの YEBISU のような姿)を、
大黒と聞けば打出の小槌を持つ神様を思い浮かべる。2柱ともにふくよかな印象がある。 
ゑびすは商売繁盛・漁業の神、大黒は軍神・戦いの神・農業の神・商売繁盛の神様とされ
ている。海(漁業)の神と山(農業)の神を一緒にすることで、食べるものに困らない生活を
営んでいくこと、ともに商売繁盛の神であることもあり、一緒にしやすく生活により結び
つきやすい神であったのではないかと考えることができる。単に縁起物である 2 柱をくっ
つけたということではないように感じた。 
 ここで甲子園会館（旧甲子園ホテル）の意匠について考えてみたい。西宮神社は西宮市
の海側に位置し、ゑびすを祀っている神社としても知られている。西宮神社よりも山側に
あるのが甲子園会館(旧甲子園ホテル)である。甲子園会館（旧甲子園ホテル）には打出の
小槌や水滴を思わせるような意匠が至る所に散りばめられている。甲子園会館（旧甲子園
ホテル）が竣工・開業した当時の西宮は農村であり、水は人々にとっての生命線であった。
農業の神である大黒の持つ打出の小槌、生命線である水、この 2 つが甲子園会館（旧甲子
園ホテル）の建築意匠として存在することは、打出の小槌から近隣住民へ水という宝物が
広がっていくように考えられたデザインであると考えることができる。甲子園会館（旧甲
子園ホテル）の池の間の前にある「泉水」(水鉢)には打出の小槌がたくさん散りばめられ、
まるで打出の小槌から水が出ているようにも見ることができる。打出の小槌という振れば
金銀財宝が出てくる秘宝と当時の人々の生命線であった水という宝を意匠として使ったこ
とは、宿泊に来た人たちの幸せを願うだけでなく近隣住民にも恵みが行き渡るようにと考
えられたものだとしたら、これほど人々の幸福を願ったホテル建築はないように思う。 
 白鹿酒造記念博物館にて開催された企画展「堀内ゑびすコレクション『趣味家たちの蒐
集たからぶね』」ではゑびすだけでなく大黒についても考えることができ、近畿圏ではゑび
すだけでなく大黒も信仰の対象として存在していたことも考えることができた。 
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